
【主催】帯広市、ワタミグループ
【協力】帯広市川西農協、ＴＡＳＵＫＩ有限責任事業組合

【お問い合わせ・お申し込み】
　こちらの申込フォームよりお願いします。 http://nougyou-intern.com/omousikomi.html
　または事務局宛に「アグリダイブの件」とご連絡頂き①お名前②電話番号③ E-mail④住所（都道府県のみ）

　をお伝え下さい。詳細のご説明を致します （参加までの流れは裏面を参照下さい）

　事務局　担当：山内 ・藤崎　E-mail ; tasukillp@gmail.com　TEL：080 - 4682 – 3647（山内携帯）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0155-59-2323（帯広市農政課／平日 8:45～17:30）

申込〆切
2017年

10月15
日
（日）

定員10名

様々な農業キャリアスタイルと出会える7日間！

北海道十勝帯広
アグリダイブプログラム

２０００年より１7年間、北海道帯広市にて大学生を中心に累計１，３００名以上の若者が参加。

毎年３０戸の農業者に協力頂いています。

共に働き 共に語らい 共に学ぶ

十勝

【日程・場所】　２０１７/１１/９（木）～１１/１６（木）　＠北海道帯広市

【募集人数】　１０名程度　（最少催行人数：５名）　

【対  象 者】　１８歳～３５歳位で農作業が出来る健康な方　
　★男女不問です。また農作業をしたことがなくても大丈夫です！
　　（過去参加者の９０％以上が農業未経験です）

【参加費用】　プログラム参加費は無料です（現地での食費・宿泊費はかかりません）
　★現地までの往復交通費は自己負担となります。
　　（東京や大阪から参加の場合、目安３万円です。交通機関の手配方法などはご案内します。）

やまうち

　食糧自給率1,249％を誇り、平均耕地面積35haは日本平均の10倍以上。日本最大の食料供給基地である十勝では5,000を超える農業者

が、最先端の農業機械を活用した大規模土地利用型農業や、生産から加工・販売まで手がける6次産業化など、多種多様な農業経営に取り

組んでいます。

　その十勝帯広に、食や農業に関心がある若者が全国から集い、日中は農業者と共に働き、夜は共同宿舎で参加者同士のグループディス

カッションや独自の農業経営を実践する農業者等をゲストに招いての対話セッションを通じて、農業に対する自身のキャリアスタイルの確立を

目指します。また先進的な農場・牧場の実地見学や観光を通じて北海道十勝帯広を漫喫していただきます。

ふじさき



ご関心いただける方は、ぜひご連絡下さい　 E-Mail　tasukillp@gmail.com
　Ｆａｃｅｂｏｏｋも「北海道農業インターン」で検索して「いいね！」  して下さい

山内一成　
大学時に、本プログラムの原型である「北海道農業インターンシップ」の立ち上げに携わり、自身も参加して、人生の転機と生涯続く農業者
との出会いを得る。就職活動時に「誰もがイキイキと働ける日本」をつくるために働くことを決意し、以降 15年間、首都圏のベンチャー企業
や大企業での人事・人材開発・組織開発・ブランディング・ＣＳＲ（部長）のキャリアを経て、 2016年7月より北海道帯広市に「地域おこし企業
人」として移住し、本事業を本格展開すべく日々活動しています。

★一般的な農業インターンシップ等との違い

学ぶこと

サポーター

場所

一般的な農業インターン等 アグリダイブプログラム

農作業の知識やスキル
農業に対する自身のキャリアスタイル

（取り組み方、関わり方）

特定の農業者
多様な農業経営者（法人・家族経営）
行政・農協など多様な農業関連機関

人事・人材開発コンサルタント

本州
（小規模経営で農業スタイルが

似ている）

十勝帯広
（農業を中心とした地域産業振興に取り組む。
経営規模、販売方法など多様な農業スタイル
が共存。また農業関連の職業も多様に在る。）

プログラム参加までの流れ

担当コーディネーター　プロフィール

ガイダンス
（原則Skype） 事前課題の提出

参加確定連絡・
参加準備

プログラム
スタート！

事務局よりプログラム詳細
を説明します。
質問相談など遠慮なく聞い
てください。

参加意思を決められたら、
事前課題である作文に取り組
んで頂きます。
※応募多数の場合は作文
内容にて選考します。

事務局より参加確定の連絡があ
りましたら、交通機関の手配や農
作業着の用意など必要な準備を
行って頂きます。
※必要準備物リストをお渡ししま
す。

帯広にてあなたを
お待ちしています！

K’s FARM

畑の中のレストランや自社農場の加工品
ブランドを展開！

十勝しんむら牧場

協力農業者（今年3月実施から一部抜粋）

自然の持つポテンシャルを引き出す
持続可能な「放牧酪農」スタイル


